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札幌市火葬場に係る料金制度の考え方（素案）について【参考資料】 

 
見直し後の料金と収支予測（一例） 

１ 見直し後の料金 

札幌市火葬場に係る料金制度の考え方（素案）に基づき、負担割合をランニングコストの

50%として試算した場合、火葬炉使用料及び特別控室使用料は以下の金額になります。（見直

し後の料金額については、市議会での議決を経て決定します。） 

 
火葬炉使用料 

（12 歳以上の火葬） 
特別控室使用料 

市   民 1６，000 円 5，000 円 

市民以外 54，000 円 23，000 円 

 

２ 収支予測 

上記金額を用いて令和 5 年度（2023 年度）実績で試算すると、料金の改定と控室使用率の

回復により、火葬炉使用料及び特別控室使用料の収入の合計は約 1.8 億円改善（増収）する

と予測されます。 

 

【令和５年度実績】            【見直し後】 

4.16 億円              5.94 億円 

※ 市民の特別控室使用率は他都市の事例から、67％程度に回復する予測としています 
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生活保護受給者等が利用できる制度 

生活保護受給者等については、要件を満たした場合、葬祭
そ う さ い

扶助
ふ じ ょ

の枠組みの中で、火葬料を含

めた葬祭に必要な実費が支給されます。 

約 1.8 億円増収の予測 
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運営計画等の内容（抜粋） 
 

 

 

 

札幌市火葬場・墓地のあり方基本構想 札幌市火葬場・墓地に関する運営計画 


